
　柳川の秋祭りといえば、三柱神社の「おにぎえ」で
す。大きな曳

ひきやま

山と銅
ど ら

鑼や鐘の音に合わせて演じる芸
能が特徴的などろつくどんや、華麗な踊りが見る者
の目をひく踊山などの行列が市内を巡行する風景を
みると、秋を感じる人も多いのではないでしょうか。
　このおにぎえは、三柱神社造営に関する、あるお
話に由来します。文政 8（1825）年、三柱神社が造
営された時、旧柳河町の商人らは無償で手伝い、女
性たちは三味線と太鼓で工事に興を添えました。し
かし、保加町だけはこれに参加しなかったため、周
辺地区から不評を買いました。これをなんとか挽回
しようとした保加町は、江戸の神田明神に奉納され
ていた葛

か さ い

西囃子と京都の祇園祭の山
やまぼこ

鉾を参考にして、
お囃子と山車を作り、翌年行われた三柱神社の遷座
式において披露しました。これが、おにぎえになっ
たと伝わっています。
　どろつくどんの曳山の構造をみてみると、一本の
柱が貫き、柱の上部には町内ごとに異なる作り物と
御幣が飾られています。これを地元の人は「ウワボコ」
と呼び、京都の祇園祭の山鉾に似た構造をしていま
す。しかし、このウワボコが巡行中や芸能の奉納に
合わせて起き上がったり倒れたりするという機構は、
全国的にみても大変珍しいものです。
　さて、このおにぎえの行列に小さな山が出ているこ

とをご存じでしょうか。地元の人によると、かつては
どろつくどんの山の前に、「サキヤマ」（あるいは「マ
エボコ」ともいう）と呼ばれる、小さな山が出ていた
そうです。現在は、保加町のみ復元したものが行列に
出ています。このサキヤマは学術的には「傘

かさぼこ

鉾」と呼
ばれるものに分類されるでしょう。傘鉾は、曳山が巨
大化する前の古い形と考えられており、サキヤマがお
にぎえに伝承されていることは、大変興味深いです。
　併せて、もう 1点。昭和 3（1928）年に行われた
御大典記念行事の際、柳川全体でおにぎえを出すこ
とになったとき、保加町では山にあがれない小さな
子どもたちがウサギの仮装をして一緒に行列したそ
うです。本当ならカラスの仮装もするはずでしたが、
準備が間に合わず、ウサギのみになりました。なぜ、
ウサギとカラスかというと、曳山の上に飾られた作
り物に、ウサギとカラスが描かれているからです。
　仮装はこの時だけだったようですが、曳山ととも
にそれに類似した仮装の行列をするという習俗は、
全国的にみられます。京都の祇園祭でも、かつては
山鉾巡行の後ろに、仮装した芸者衆が行列を組んで
歩いていたそうです。こうした点からも、おにぎえ
は山鉾屋台行事の特徴をもつ祭礼行事といえます。
　ぜひ今年のおにぎえでは、こうした祭りの細部に
も注目してみてください。
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立花宗茂
と誾千代

ドラマプロット
－こんな大河ドラマが見てみたい－
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宗茂と共に生きた有名武将たち③

毛利秀
ひ で か ね

包（1567 ～ 1601）

　 宗 茂 と 義
兄 弟 の 契 り
を 交 わ し た
武将。
　 毛 利 元 就
の 九 男 と し
て 生 ま れ、
小 早 川 隆 景
の養子となる。厳しい戦いの最中であっ
ても、宗茂を励まし続けるムードメーカ
ー。関ケ原の敗戦後は、立場の違いから
袂
たもと

を分かつことに…。

～人物紹介～
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小早川隆
た か か げ

景（1533 ～ 1597）

　宗茂が 3
番目の父と
慕 っ た 武
将。
　 寡 黙 で、
誇 り 高 く、
物事をじっ
くり考える
慎重派。宗茂と義理の親子の契りを交わ
し、文禄の役では、立花家が所属する六
番隊を率いるなど、公私ともに、深い関
係を築く。


